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第1章 緒言 

野球の投手は、走者の有無に関わらず

高い球速での投球が求められる。打者が

出塁した場合、投球開始姿勢はセットポ

ジションとなりかつ盗塁を防ぐ方法とし

て踏込み足を高く上げずに投球時間を短

縮させたクイックモーションという投球

動作を用いる。したがって投手のセット

ポジションには通常投球とクイック投球

の２様式が存在し、クイックモーション

を用いる場合においては、高い球速の投

球を短い動作時間で行うという運動課題

が生じる。しかしセットポジションにお

ける 2 様式の違いに関しての先行研究は

多くない。そこで本研究の目的は、セッ

トポジションの通常投球とクイック投球

の投球動作の運動学的特徴を明らかにす

ることを目的とした。 

 

第2章 方法 

対象者は社会人企業チームに所属する

8 名で、投球動作の測定はチームの室内

投球練習場で行った。身体運動の計測に

は電磁ゴニオメータ投球動作確認として

ビデオカメラ、投球測定にはラプソード

用いた。投手には測定の説明した上で、

体幹部と投球腕にセンサを貼付した。実

験試技は、マウンド上の投球板から正規

距離（18.44m）離れたホームベースの後

ろに座っている捕手に向かって 2 つの条

件で全力投球を行うことであった。１つ

目の条件はストレートボールおよび試合

で用いる全変化球を２球ずつセットポジ

ションから通常投球させるもので、もう

１つの条件はセットポジションからクイ

ックモーションを用いて投球させるもの

であった。 

各試技について、７つのイベントにお

ける骨盤、胸郭、肩甲骨、上腕骨、前腕

の角速度とこれらの身体部位を連結する

各関節の関節角度を抽出した。①動作開

始時点（INI）：骨盤、上腕骨、前腕のい

ずれかの合成角速度が 57.3deg/s に到達

した時点、②踏み込み足の最大挙上時点

（MKH）、③投球腕のボールがグラブから

離れた時点（SEP）、④投球腕の上腕骨外

転角度が７０°に到達した時点（E70）、

⑤踏み込み足の接地時点（SFC）、⑥投球

腕が最大外旋角度に到達した時点（MER）、

⑦ボールリリース時点（BR）。 

各イベントの到達時刻（BR の時刻を

10秒として標準化した時刻）および各イ

ベントにおける角速度と関節角度を条件

間で比較した。到達時刻には F 検定を行

った後、等分散性ではなかった為、ウィ

ルコクスン検定を適用し、事後検定とし

てホルム法を採用した。投球速度と角速

度および対応のある t 検定を実施した。

統計的有意水準は全ての分析において

p=0.05 未満とした。 



 

 

第３章 結果  

投球速度は通常投球（135.4±4.1 

km/h）とクイックモーション（134.2±

4.1 km/h）の間に有意差は認められなか

った（p=0.066）。到達時刻については、

クイックモーションの方が有意に早期に

E70以前のイベントに到達していた

(p=0.001)。関節角度では INIにおける

骨盤側方傾斜角、MKHにおける骨盤側方

傾斜角と肩甲骨外旋角に有意差が認めら

れた。また角速度においては、INI にお

ける骨盤側方傾斜角速度と骨盤回旋角速

度, SEPにおける骨盤側方傾斜角速度と

肩甲胸郭関節上方回旋角、SFCにおける

肩甲胸郭関節後方傾斜角速度と肩甲胸郭

関節内転角速度、MERと BRにおける肩

甲胸郭関節内転角速度に有意な差が認め

られた。 

 

第４章 考察 

本研究の目的は、クイックモーション

の運動学的特徴を明らかにすることであ

った。通常投球動作との比較分析の結果、

クイックモーションではボールリリース

までの動作時間（0.86s）が通常投球時

（2.12s）よりも有意に短い一方で、SFC

以降の身体部位の角度や角速度、動作時

間については両条件で酷似していること

が示された。つまりクイックモーション

における投球動作は通常投球動作におけ

る E70 までの動作を短縮したものと言え

る。 

クイックモーションでは MKH における

骨盤の側方傾斜角度が水平に近い状態を

保ち MKH の胸郭上腕関節外転角と SEP で

の肩甲胸郭関節上方回旋角が低くて肩甲

骨上方回旋角速度は高いことから、クイ

ックモーションでは足を高く上げないた

め骨盤を側方や後方に大きく傾けること

なく骨盤回旋を行っていること、および

短縮された動作時間内に投球腕を挙上さ

せるために肩甲骨上方回旋角速度を上昇

させていることが示された。動作時間短

縮への工夫は、MKH に向けて足を上げる

と同時に両上肢も一旦挙上させるという

通常投球にみられる動作を省略している

点にも見られ、クイックモーションでは

この時点での挙上を行わず、投球腕を降

下させつつ投球動作を開始していた。 

MERから BRにおいて、胸郭上腕関節外

旋角に有意差が認められなかったが、肩

関節外旋角についてはクイックモーショ

ンの方が有意に大きかった。これはクイ

ックモーションの方が SFC から MER にか

けての肩甲骨後方傾斜角速度が低く MER

での肩甲胸郭関節後方傾斜角が小さかっ

たことに起因する。このことはクイック

モーションでは上腕骨外旋時に肩甲骨が

低速度で後方傾斜していたことにより肩

関節がより大きく外旋したことを意味し、

肩内旋筋のストレッチショートニングサ

イクルによる筋力増強がより効果的に用

いられたことを示唆するものである。 

 

第５章 まとめ 

クイックモーションにおける投球動作

の時間短縮は SEP 時点までに行われてい

た。また投球動作は変容して角度および

角速度に有意な差が見られたが、投球速

度の違いはなかった。
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第 1 章 緒言 

野球の投手は、走者の有無に関わらず高い球速での投球が求められる。

しかし走者の有無により投球開始姿勢が異なるため、投球動作は大きく変

容したものとなる。走者無しの場合においてはワインドアップポジション、

セットポジションのいずれの投球開始姿勢から投球することができるが、

走者が出塁した場合には盗塁を防ぐためセットポジションからの投球とな

りかつクイックモーションという投球動作の時間を大きく短縮させた投球

動作を行わなくてはならない。したがって投手がクイックモーションを用

いる場合においては、高い球速の投球を短い動作時間で行うという運動課

題が生じる。しかしクイックモーションは、セットポジションに限られた

ことではない。ワインドアップポジションにおいても打者のタイミングを

外す目的としてクイックモーションが用いられることがある。このことか

ら、投手の投球開始姿勢を分類するとワインドアップポジションとセット

ポジションの 2 種類に投球様式は通常投球とクイック投球の 2 種類となる。  

これまでワインドアップポジションとセットポジションからの投球動作

を比較した動作解析研究 (蔭山 ,2 01 5）が、高校野球投手を対象として行わ

れ、球速はセットポジションからの投球の方がワインドアップからの投球

よりも低かったこと、および上胴および捻転の最大角速度と踏込足接地時

における上胴および下胴の角速度はセットポジションからの投球の方がワ

インドアップからの投球に比べて有意に低かったことが報告されている。  

また、（大鹿 ,2 01 3）は大学生野球投手を対象としてワインドアップポジ

ション、セットポジション、クイックモーションの動作解析研究では、体

幹および投球腕の動作について手関節を除く動きに有意な差は確認されな

かったと述べている。一方、（山田ら , 2 01 4）も同じく大学生野球投手を
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対象とした研究によると、手部速度に有意な差が認められなかったことが

報告されている。これらの実験研究では高校生野球投手による投球間には

有意な差が認められ、熟練度の高い大学生野球投手には顕著な差が認めら

れなかったことから、熟練度の程度による影響が存在するように見受けら

れる。しかしながら、さらに熟練度の高い社会人野球投手やプロ野球投手

においても、「テイクバック動作で腕が上がらない」、「リリースにタイ

ミングが合わない」、「球速やコントロールが低下する」といったクイッ

クモーションを苦手とする選手は多く見られる。クイックモーションは、

踏込み足を高く上げずに短い動作時間で行うことから、力学的には高い球

速を獲得するには不利な動作となる。したがって、ワインドアップからの

投球やセットポジションからの通常投球と比べて、セットポジションから

クイックモーションを用いた投球では、球速の低下が生じるか、あるいは

球速低下を生じさせないための代償動作が行われるものと考えられる。そ

こで本研究では、セットポジションからの通常投球とクイックモーション

を用いた投球を対象として球速および投球動作を比較し、クイックモーシ

ョンの運動学的特徴を明らかにすることとした。  
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第 2 章 方法  

2 . 1  対象者 

対象者は、社会人企業チームに所属する 8 名でうち右投手 6 名と左投手

2 名。選手の平均年齢は 2 2. 7± 1 .8 歳、身長は 1. 81±0 . 05 m、体重 82 .9

± 4 .1 kg であった。投手は、それぞれの高校、大学と各地域において全国

レベルで活躍したトッププレイヤーが集まる企業チームに所属しており、

都市対抗野球大会での活躍が認められ後に、プロ野球チームにスカウトさ

れた投手も 1 名含まれていた。  

 

2 . 2  測定環境と設定について 

投球動作の測定は選手が所属する社会人野球チームの室内投球練習場で

行われ計測には以下の機材を使用した。身体動作には電磁ゴニオメータ

24 0H z（ L ib e rt y,  Po lh em us 社製）を使用し投球動作確認としてビデオ

カメラ 24 0H z（ P ha n tom  Mi r o,  V i si o n  Re se a rch 社製）を、また投

球測定にはラプソード（ Ra ps od o  P it c h2 .0,  R ap so do 社製）と計測を

行った。  
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図  1  設定環境模式図を示す 

 

図  2  センサの貼付位置とセグメントの定義を示す  
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1.胸骨丙 2 .剣状突起 3 .第 7 頸椎 4 .第 7 胸椎 5.上前腸骨棘 6.恥骨  

7.肩峰 8.肩甲骨内側縁 9 .肩甲骨下角 10 .肩関節中心  

11 .上腕骨内側顆 1 2.上腕骨外側顆 1 3 .肘頭 1 4.尺骨頭 15 .橈骨頭  

（Ya na iT os hi ma sa .e t a l. . 20 23 ).より改編  

 

センサの貼付位置については（図 2）に示す位置に貼付を行い、動作分

析のためにグローバル座標系の定義として X 軸を 1 塁へ向かうベクトルと

して、Y 軸は本塁へ向かうベクトルとして、Z 軸は鉛直上方向のベクトルと

した。（図 1）  

 

図  3  骨盤角度の定義を示す  

 

骨盤の角度定義； Gl o ba l 座標系に対する骨盤の右側方傾斜角度を正の値

（＋）、左側方傾斜角度を負の値（－）、 Gl ob al 座標系に対する骨盤の左回

旋角度を正の値（＋）、右回旋角度を負の値  （－）、G lo b al 座標系に対す

る骨盤の前傾角度を正の値（＋）、後傾角度を負の値（－）と定義した。骨

盤傾斜角度は横断面が水平となる姿位を 0°、また骨盤回旋角度は骨盤の
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前額面がホーム方向に向いた角度を 18 0°となるよう調整した。  

 

図  4  体幹角度の定義を示す 

体幹角度の定義：骨盤に対する胸郭の右側方傾斜角度を正の値（＋）、左

側方傾斜角度を負の値（－）として、骨盤に対する胸郭の左回旋を正の値

（＋） ,右回旋を負の値（－）として、骨盤に対する胸郭の屈曲を正の値

（＋）、骨盤に対する胸郭の伸展を負の値（－）、とした。  

 

図  5  肩甲胸郭関節の定義を示す  

肩甲胸郭関節角度の定義：胸郭に対する肩甲骨の上方回旋角度を正の値

（＋）、胸郭に対する肩甲骨の下方回旋角度を負の値（－）として、胸郭に

対する肩甲骨の内転角度を正の値（＋）、胸郭に対する肩甲骨の外転角度を
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負の値（－）として、胸郭に対する肩甲骨の前方傾斜を正の値（＋） ,胸郭

に対する肩甲骨の後方傾斜を負の値（－）とした。  

 

図  6  胸郭上腕関節の定義を示す 

胸郭上腕関節の定義：胸郭に対する上腕骨外転角度を正の値（＋）、胸郭

に対する上腕骨の内転を負の値（－）として、胸郭に対する上腕骨の水平

内転角度正の値（＋） ,胸郭に対する上腕骨の水平外転を負の値（－）とし

て、胸郭に対する上腕骨の内旋角度を正の値（＋） ,胸郭に対する上腕骨の

外旋角度を負の値（－）とした。  

 

図  7  肩関節の定義を示す 
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肩関節角度の定義：肩甲骨に対する上腕骨の外転角度を正の値（＋）、肩

甲骨に対する上腕骨の内転角度を負の値（－）として、肩甲骨に対する上

腕骨の水平内転角度を正の値（＋）、肩甲骨に対する上腕骨の水平外転角度

を負の値（－）として、肩甲骨に対する上腕骨の内旋角度を正の値（＋）、

肩甲骨に対する上腕骨の外旋角度を負の値（－）とした。尚、左投げ投手

の角度値は，右投げ投手と同じ角度定義になるよう調整し角速度は、角度

の変化量を時間微分することで値を算出した。  

 

 

2 . 3  実験試技 

実験試技は、マウンド上の投球板から正規距離（ 18 .4 4m）離れたホーム

ベースの後ろに座っている捕手に向かって 2 つの条件で全力投球を行うこ

とであった。 1 つ目の条件はストレートボールおよび試合で用いる全変化

球を 2 球ずつセットポジションから通常投球させるもの (通常条件)で、も

う 1 つの条件はストレートと全変化球を 3 球ずつセッポジションからクイ

ックモーションを用いて投球させるもの (クイック条件 )であった。  

2 . 4  データ処理 

投球動作分析は図に示した動作開始からボールリリースのまでの 7 つの

イベントにおける骨盤、胸郭、肩甲骨、上腕骨、前腕の角速度と、これら

の身体部位を連結する各関節の関節角度に着目して行った。投球動作時点

は、①完全静止時点（セットポジション）②動作開始時点（I NI）：骨盤、

上腕骨、前腕のいずれかの合成角速度が 57 .3 de g / s に到達した時点、③踏

み込み足の最大挙上時点（ MK H）、④投球腕のボールがグラブから離れた時

点（S E P）、⑤投球腕の上腕骨外転角度が 70°に到達した時点（ E 70）、⑥
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踏み込み足の接地時点（ S F C）、⑦投球腕が最大外旋角度に到達した時点

（M ER）、⑧ボールリリース時点（ B R）と定義した。これらの時点を４つの

局面とし、セットポジションから M K H までを始動期として、M K H から S FC

までを E コッキング期として、 SF C から ME R までを L コッキング期とし

て、最後に M ER から B R までを加速期と定義した（図 8）。各イベントの到

達時刻（B R の時刻を 1 0 秒として標準化した時刻）および各イベントにお

ける角速度と関節角度を各試技から抽出した。  

 

図  8  投球時点と局面の定義を示す  

2 . 5  統計分析 

到達時刻には F 検定を行い、等分散性の確認後にノンパラメトリック検

定のウィルコクスンの符号付検定を適用し、事後検定としてホルム法を採

用した。投球速度と角速度および関節角度については、対応のある t 検定

を実施した。統計的有意水準は全ての分析において p =0 .0 5 未満とした。   
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第  3  章  結果 

3 . 1  投球間の平均投球速度について  

通常投球とクイックモーションの平均投球速度を表に示した(表１)。  

平均投球速度において通常投球（ 13 5 .4± 4 .1  km /h）とクイックモーシ

ョン（ 13 4.2± 4.1  km /h）の間に有意な差はなかった（ p=0 . 066）。した

がって通常投球とクイックモーションの球速差は ( 1. 2 km /h )であり通常投

球とクイックモーションの投球速度は同程度であることが示された。  

 

 

表  1  各投球モーション平均投球速度  

 

 

 

 

3 . 2  イベント時刻と動作時間  

動作開始時 ( I NI )の時刻は通常投球（ 7 . 88s）の方がクイックモーショ

ン（ 9. 14 s）よりも早期である ( p< 0 .0 01 )ことが示された (表 2 )。これは

クイックモーションが通常投球よりもボールリリースまでの投球動作時間

が有意に短いことを示すものである。同様に MK H と S E P の到達時刻につい

てもクイック モー ション ( MK H :9 .4 1ｓ & SE P: 9 .4 0s） の 方が通常投球

(M KH :8 . 63 s & SE P :9 .3 0s )より有意に早い（ p< 0. 00 7）ことが示された

平均投球速度（km/h) 135.4±4.1 134.2±4.1 0.066

通常投球
(n=8)

クイック投球
(n=8)

P値
（＊:p<0.05)

セットポジション
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一方で、 E 70 以降のイベントについては到達時刻に有意差は認められなか

った。このことは、クイックモーションは通常の投球動作全体が一様に時

間短縮されたもののではなく、 E 70 に達するまでの局面の動作時間のみが

短縮されたものであることを示す。また、 E 70 以降の L コッキング期や加

速期の動作時間については、通常投球と類似していることを示すものであ

る。（表 2）  

表  2  各イベントの到達時間  
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図 9 身体部位の角度の左右成分  

実線は通常投球、破線はクイック投球を示す  
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表  3  身体部位の左右軸の角度成  
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3.3 各イベントにおけるセグメント角度と関節角度の変化  

身体部位の角度と関節角度の x 軸成分（身体の左右軸成分）の条件間差の

結果を示す（表 3）。有意な条件間差は、 I N I から S E P までのイベントにお

ける骨盤前傾角度、 M K H から E 7 0 までの体幹伸展角度、 M K H から S E P まで

の肩関節内旋角度および胸郭上腕関節内旋角度であった。 SF C において有

意差は認められず、 M E R における肩甲胸郭関節後方傾斜角度と肩関節内旋

角度、 B R における肩関節内旋角度に有意差が認められた。以上のように、

有意差が多く見られたイベントは S E P までの局面に集中していた。  
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図 10  身体部位の角度の前後成分 .実線は  

通常投球、破線はクイック投球を示す  
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表  4  身体部位の前後軸の角度成分  

 

 

身体部位の角度と関節角度のｙ軸成分（身体の前後軸成分）の条件間差
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の結果を示す（表 4）。有意な条件間差は、 I NI から E 7 0 までのイベントに

おける骨盤側方傾斜角度と M K H から S E P までのイベントにおける体幹側方

傾斜と肩甲胸郭関節下方回旋、および M K H における肩関節内転角度であっ

た。以上のように、有意差が多く見られたイベントは S E P までの局面に集

中していた。  

 

 

 

 

 

 

図  1 1  身体部位の角度の回旋成分 .実線は  

通常投球、破線はクイック投球を示す  
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表  5  身体部位の回旋軸の角度成分  
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身体部位の角度と関節角度のｚ軸成分（身体の上下軸成分）の条件間差の

結果を示す（表 5）。有意な条件間差は、 S EP における骨盤回旋と MKH から

SEP までのイベントにおける右肩関節水平内転と右胸郭上腕関節水平内転

であった。  

 

 

 

3 . 4  関節角速度の結果  

 

 

図 12  身体部位の角速度の左右成分 .実線は 

通常投球、破線はクイック投球を示す  
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表  6  身体部位の角速度の身体左右軸成分  

 

身体部位の角速度の x 軸成分（身体の左右軸成分）の条件間差の結果を示

す（表 6）。有意な条件間差は、 MKH から SEP までのイベントにおける胸郭

伸展と右肩甲骨後方傾斜と S E P における骨盤前傾と S FC における右肩甲骨

後方傾斜であった。  
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図 13  身体部位の角速度の前後成分 .実線は 

通常投球、破線はクイック投球を示す  
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表  7  身体部位の角速度の前後軸成分  

 

身体部位の角速度の x 軸成分（身体の前後軸成分）の条件間差の結果を示

す（表 7）。有意な条件間差は、 INI と S E P のイベントにおける骨盤側方傾

斜と SE P と S F C のイベントにおける右肩甲骨上方回旋 M K H であった。E 70

のイベントまでに角速度は同等になったが、 S FC では右肩甲骨後方傾斜で

有意差が現れた。  

 

 

 

 



 

23 

 

 

図 14  身体部位の角速度の回旋成分 .実線は 

通常投球、破線はクイック投球を示す  
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表  8  身体部位の角速度の回旋軸成分  

 

 

身体部位の角速度の z 軸成分（身体の回旋軸成分）の条件間差の結果を示

す（表 8）。有意な条件間差は、 INI のイベントにおける骨盤回旋と M ER か
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ら BR までのイベントにおける肩甲骨内転であった。投球動作の加速期にあ

たる ME R と B R において肩甲骨内転に有意差が認められた。  
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第 4  章  考察 

本研究の目的は、クイックモーションの運動学的特徴を明らかにするこ

とであった。通常投球との動作との比較分析の結果、クイックモーション

ではボールリリースまでの動作時間（ 0 . 86s）が通常投球時（ 2. 12 s）よ

りも有意に短い一方で、 S FC 以降の身体部位の角度や角速度、動作時間に

ついては両条件で類似していることが示された。つまりクイックモーショ

ンにおける投球動作は通常投球動作における始動期と E コッキング期まで

の投球序盤から中盤までの動作を短縮したものと言える。これまでの研究

(大鹿、 2 01 3) (山田、 2 01 4 )においても同様の結果が提示されていること

から、本研究の結果は投球動作時間短縮の程度や短縮される区間が社会人

投手と学生投手と類似することを示すものである。  

4 . 1  始動期から E コッキング期の動作について 

 

図  1 5  始動期から E .コッキングの投球動作を示す 

 



 

27 

 

始動期から E コッキング期におけるクイックモーションの動作では I N I

において骨盤回旋角速度が身体部位の角速度の前後軸成分の回旋速度が速

く骨盤側方傾斜角度と前傾角度が水平に近い状態を保っていた。この結果

は、クイックモーションでは足を高く上げないため、骨盤を側方や後方に

大きく傾けることなく安定して骨盤回旋を行っていたことを示すものであ

る。また MK H における胸郭上腕関節外転角度と S E P での肩甲胸郭関節上方

回旋角度が通常投球より有意に低く肩甲骨上方回旋角速度は高いことから、

クイックモーションでは M KH に向けて足を上げると同時に両上肢も一旦挙

上させるという通常投球にみられる動作を省略し、短縮された動作時間内

に投球腕を低い位置から適切な角度まで挙上させるために肩甲骨上方回旋

角速度を上昇させていたものと推察される。このことは、クイックモーシ

ョンでは MKH 時点での両上肢挙上を行わず、投球腕を降下させつつ投球動

作を開始することで動作時間を短縮しつつ、上腕骨を素早く挙上させるこ

とによって S FC において通常投球との投球序盤の動作の有意な差を収束さ

せていることが示唆された。  
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4 . 2  L .コッキング期から加速期の動作について 

 

図  1 6  L .コッキング期から加速期の 

肩関節内旋角度と胸郭上腕関節前方傾斜角度を示す 

L.コッキング期から加速期の動作では ME R から B R において、胸郭上腕

関節外旋角に有意差が認められなかったが、肩関節外旋角についてはクイ

ックモーションの方が有意に大きかった。これはクイックモーションの方

が SF C から M ER にかけての肩甲骨後方傾斜角速度が低く M ER での肩甲胸郭

関節後方傾斜角が小さかったことに起因する。このことはクイックモーシ

ョンでは上腕骨外旋時に肩甲骨が低速度で後方傾斜していたことにより肩

関節がより大きく外旋したことを意味し、投球動作を外見から見ることで
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違いが確認できないが、肩内旋筋のストレッチショートニングサイクルに

よる筋力増強がより効果的に用いられたことが、投球動作の L.コッキング

期から加速期における動作の違いはあったものの、投球速度および肩関節

内旋角速度においては通常投球と同等であったことからクイックモーショ

ンの投球動作として重要な要素であることが示唆された。  

 

4 . 3  クイックモーションの練習方法の提案  

始動期から E コッキング期に着目すると、クイックモーションは短い時間

で行う動作であることから①肩関節外転を短時間で行うことが必要である。

また L.コッキングから加速期に着目すると、②上腕外旋時に肩甲骨の後方

傾斜速度を低下させることにより肩関節をより大きく外旋させ、ストレッ

チショートニングサイクルによる筋力増強をより効果的に用いることが必

要である。前者①を行うには、上腕骨挙上動作の主働筋となる三角筋と棘

上筋、および肩甲骨上方回旋の主働筋となる前鋸筋や僧帽筋上部線維など

動員が必要となる。クイックモーションが苦手な投手や動作時間が十分に

短縮できない投手は、これらの筋群の筋力と筋持久力を高めるためエクサ

サイズを導入することがすすめられる。また肩甲骨下方回旋に誘導する筋

肉として肩甲挙筋、大菱形筋、小菱形筋、小胸筋などがあり、これらの筋

肉が過度に緊張しないようストレッチを行い柔軟な動きができるようにし

ておくことも重要である。後者②を運動依存力に抗って行うには、主働筋

である小胸筋、前鋸筋、僧帽筋下部の筋力や筋持久力を鍛えることが重要

であると考えられる。また、近年ではプライボールと呼ばれる重さが 10 0g

から 20 00 g までの 6 種類の異なる重さのゴム製のボールを用いて壁に向か

ってボールの重さを利用し主に関節可動域の増加が期待できることに加え
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てどの重さのボールに対しても同じ投球動作で行うといったトレーニング

は、クイックモーションのような通常投球とは異なる腕を速く上げること

や投球終盤局面の肩甲骨の微細な動きに対して有効な練習であると考えら

れる。また腕を上げる動作は、股関節を屈曲させることや、腕を上げる動

作のタイミングが重要ではあるが抜重を使うことでクイックモーションの

腕上げ動作をやりやすくする方法でもある。これらの動き作りも行い最終

的には、投球練習の割合を見直してみることも大切になる。  
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第  5 章  結論 

本研究の目的は、クイックモーションを用いた投球動作の運動学的特徴

を明らかにすることを目的とした。その結果、投球動作時間は ( 0 .8 6s )と

有意に短く投球動作の短縮は E70 時点までに行われていたが、クイックモ

ーションでの投球速度の有意差は認められなかった。投球動作の違いは始

動期から E.コッキング期で、クイック特有の小さな足挙げ動作と小さなテ

イクバック動作に起因する差異が見られた。また L.コッキング期から加速

期にかけて肩甲骨を早いタイミングでより大きく前方傾斜させることによ

って肩関節外旋角を増大させていたことが明らかになった。  
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付録  

１ .プライオボール  
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